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国道10号・220号の植栽と景観に関する検討会

平成24年6月

九州地方整備局 宮崎河川国道事務所
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１．ワシントニアパームの概要
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ワシントニアパームの概要

《こどものくに》

《宮崎空港》

ワシントニアパームは、「こどものくに」などの観光施設や宮崎空港、市役所・県
庁などにも植栽され、宮崎県の観光シンボルとして欠かせない樹木といわれてい
る。
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ワシントニアパームの概要

《国道220号橘通り》《一ッ葉有料道路》

道路の修景としても広く用いられており、一ッ葉有料道路、南宮崎駅前などの他
、直轄国道でも国道220号橘通りや宮崎南バイパスなどに植樹されている。
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ワシントニアパームとは
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ワシントニアパームとは

特徴：

・高温多湿な熱帯では生育せず、温帯、
亜熱帯気候を好む。

・単幹で樹高は12～18メートルになる。
・葉は円形または扇形で直径1～1.5m、

掌状に中裂し、裂片はふちに多数の
白色の糸を垂れる。

・肉穂花序は葉より長く、下垂し、多数
の小花をつける。

・葉柄は下半分に刺がある。
・雌雄同株
・果実は直径7ミリくらいの楕円形で黒く

熟す。
・乾燥に強く、痩せ地にも耐え、潮風や
大気汚染にも強い。

・耐寒性が強く、成木で露地植えなら
－6℃くらいまで耐える。
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ワシントニアパームとは
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２．ワシントニアパームの植栽
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ワシントニアパームの植栽範囲

道路の中央分離帯に植栽されているワシントニアパームは８４９本。
国と県との協働により維持管理を行っている。
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宮崎南バイパス建設当時の植栽計画

・ 宮崎南バイパスは、宮崎市中村町から同市熊野に至る延長約１０㎞の
６車線バイパスであり、昭和５４年に開通。

・ 日南海岸沿いの観光ルートにつながる路線であり、バイパスの全線公
園化を目指し、宮崎県と協働で植栽計画がたてられた。

・ 完成後は、維持管理協定により、宮崎県で管理を行っている。
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宮崎南バイパス建設当時の植栽計画

宮崎南バイパスの植栽は、修景、交通安全、環境保全を満足させることを基本と
し、宮崎の地域特性、宮崎市と日南海岸国定公園へのアクセスとなることから「亜
熱帯性植物」を基本樹種とした。
建設当初の植栽地ごとの基本樹種の考え方は次のとおり。
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沿道修景美化条例

資料：「沿道修景美化」（宮崎県）

宮崎南バイパスはほぼ全線にわたり、ワシントニアパームの植栽が「宮崎県沿
道修景美化条例」における沿道修景植栽地区に指定されている。
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ワシントニアパームの成長①

【昭和54年9月】

【平成24年5月】

昭和54年の宮崎南バイパスの供用から32年を経過し、当初4～5m程度であった
樹高も15m近くまで成長。
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ワシントニアパームの成長②

【昭和54年9月】 【平成24年5月】

※ 宮崎南バイパス（月見ヶ丘付近）



15

ワシントニアパームの成長③

【昭和54年9月】 【平成24年5月】

※ 国道220号中村交差点より起点側を望む
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３．ワシントニアパームの植栽管理
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国道220号線 ワシントニアパーム枯損枝除去作業状況

高所作業車による作業状況 シューター（枯枝が道路に飛ばないようにこの中を通して落とす）



18全体作業風景

高所作業車 ボックス



19

① ノコで葉柄除去 ② 人力で葉柄のはぎ取り

③ はぎ取り完成 ④ 落下防止を葉柄に取り付け

枯損枝除去作業手順
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落下防止ベルト設置

作業完成
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管理の状況

植栽の剪定作業は、中央帯側の車線を交通規制しながら、高所作業車で枯れ
枝等の除去作業を行っている。
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管理の状況

台風や強風時にはパームの枯れ枝が落下し、通行車両等に損傷を与える事
故が発生。
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事故の発生状況

ワシントニアパームによる事故は、確認できているものだけで、過去
１０年間で９件発生。
事故内容は、全て枯れ枝が車両へ落下して、車両に損傷を与えたもの。
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植栽管理の工夫

現在、パームの枯れ枝が自然に落ちるのを防ぐため、剪定作業時に枯れ枝落
下防止ベルトを設置している。

【ベルト設置状況】
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植栽管理についての課題

①剪定作業の限界
国道10号・220号の中央分離帯に植栽されているワシントニ

アパームは、現在、14,5m～20m近く成長しており、このまま成
長を続けた場合には高所作業車を用いても剪定作業が困難
になることが予想される。

②高い維持管理コスト

台風や強風時にはパームの枯れ枝が落下し、通行車両等
に損傷を与える事故が発生するため、高所作業車を用いた頻
繁な剪定作業が必要であり、通常の樹木と比較して管理コス
トが高い。
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４．本検討会の進め方
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本検討会の検討内容

ワシントニアパームのある風景は歴史があり、親しまれてきた景
観である。一方で、ワシントニアパームが起因する事故が発生し
たり、高くなった樹高のため管理が困難な状況になってきていると
いった課題を抱えている。
このため、道路利用者や一般市民の方の意見を踏まえながら、

以下の観点に留意しつつ問題解決の検討を行う。

① 観光立県宮崎らしい道路景観の保持
② 道路利用者の安全・安心の確保
③ 植栽管理コストの低減

国道10号・220号の中央分離帯にあるワシントニア

パームの整備のあり方を検討する。
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検討会のスケジュール

・検討方針の整理

第１回検討会開催 （H24.6）

・現地踏査
・植栽整備内容の検討

第２回検討会開催 （H24.10予定）

・植栽整備方針の決定

第３回検討会開催 （H25.2予定）

意識アンケート調査
（観光客、道路利用者 等）
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アンケート調査（案）

１．調査項目
①道路の景観形成にワシントニアパームが必要か？
・パームが好きか、嫌いか
・どの道路(区間)にパームが必要と思うか

②管理瑕疵についてどう思うか？
・落下した枯れ枝で被害にあったことがあるか
・パームのためなら被害を容認できるか

③今後のパームはどうあるべきか？
・パームを残したいか、残さなくても良いか
・残さなくても良い場合、パームに代わる植栽が必要か否か
・パームに代わる植栽はどういうものが良いか
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アンケート調査（案）

２．アンケート対象者候補
①観光客（空港・ＪＲ利用者 等）
②道路利用者
③沿道住民（町内会、商店街）
④その他

３．ヒアリング候補
①観光協会（宮崎県、宮崎市）
②ＪＡＦ
③バス事業者、タクシー協会
④商工会
⑤弁護士協会
⑥警察
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